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２　人身事故の特徴
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２－１０　自転車関係事故
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２－２　事故類型の特徴
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２－１ 月別人身事故件数 5年 6年

高砂の事故類型（令和６年３月末）の特徴

(自転車対車両を含む）

車両相互の事故で追突の事故が前年同期より

増加 しています。

（令和５年３月末17件・令和６年３月末22件）

自転車対車両の事故は21件（前年同期

－４件）と減少しています。

★ 5月は自転車月間です ★
５月は自転車活用推進法に基づく自転車月間です。

月間中､警察では自転車利用者に対する基本的な

交通ルールの周知や安全教育のほか､街頭におけ

る指導取締りを強化し良好な自転車交通秩序の実

現を図ります。
自転車は車の仲間だよ

自転車運転者は、危険行為を

３年以内に２回以上繰り返した場

合には、自転車運転者講習を受

講しなければなりません。

（危険な運転が原因で事故を起こ

した場合も※危険行為となるとき

もあります。）

※危険行為とは信号無視や一時

停止違反など15項目が対象です。

講習時間 ３時間

講習手数料 ６，０００円

兵庫県では条例により、自転車保険の加入が義務化され

ています。

もし、自転車に乗っていて事故を起こしたら被害を補償する

必要があります。


